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クローズアップ  
 

令和 6 年度事業計画・各会計予算等を可決 
●令和 6 年 2 月 国保連合会通常総会 

2 月 22 日(木)、令和 6 年国保連合会通常

総会を開催しました。今回の総会は、令和 5

年 7 月の総会で承認されたとおり、オンラ

イン会議形式にて開催しました。 

開会にあたり、清山知憲理事長（宮崎市長）

が「国保制度を取り巻く環境は、医療費の増

加や急速な少子高齢化が自治体共通の課題

となっており、国保加入者数減少など、大変

厳しい状況となっている。本会としては、審

査支払業務の充実強化をはじめ、宮崎県国

保運営方針に則り、保険給付や医療費の適

正化、保険者事務の共同処理の推進など、本

会に求められた対応を的確かつ着実に進め

ている。また、本年度取り組んだ国保総合シ

ステムの機器更改については、無事作業を

終え、現在稼働しているところ。保険者の皆

様のご理解・ご協力に感謝を申し上げる。」

とあいさつ。 

総会では、専決報告事項 2 件、令和 6 年

度事業計画及び各会計予算等併せて 8 件の

議案を提案し、全て原案どおり可決されま

した。また、その他報告事項として、「はり

灸あん摩マッサージ療養費関連書類の誤送

付に伴う個人情報の漏えい事案」の報告及

び謝罪をしました。 

 

 

 

 

 

◆専決報告事項 

【専決報告事項第 1 号】規則の一部改正 

【専決報告事項第 2 号】令和 5 年度 各会

計歳入歳出補正予算 

 

◆議決事項 

【議案第 1 号】令和 5 年度各会計歳入歳出 

補正予算 

【議案第 2 号】令和 5 年度積立資産の積立 

【議案第 3 号】規則の一部改正・制定 

【議案第 4 号】令和 6 年度事業計画 

【議案第 5 号】令和 6 年度各会計歳入歳出

予算 

【議案第 6 号】令和 6 年度各会計収支予算

書 

【議案第 7 号】令和 6 年度資産の積立・積

立資産の処分 

【議案第 8 号】令和 6 年度積立資産の管理

運用 

 

◆その他報告事項 

・はり灸あん摩マッサージ療養費関連書

類の誤送付に伴う個人情報の漏えい事案

について（報告） 

 

 

通常総会の様子 

お問い合わせ先 総務企画課 総務財政係 

TEL 0985-25-5059/ FAX 0985-83-3359 

E-mail: soumu@kokuhoren-miyazaki.or.jp 
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一般会計 （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 負担金 1. 負担金 87,905 1. 会議費 1. 会議費 376

2. 国庫支出金 1. 国庫補助金 12,254 2. 総務費 1. 総務管理費 575,618

3. 中央会支出金 1. 中央会委託金 1 3. 会館管理費 1. 会館管理費 74,682

4. 財産収入 1. 財産運用収入 1,622 4. 事業費 1. 事業振興費 41,410

2. 財産売払収入 1 5. 積立金 1. 積立金 40,684

5. 繰入金 1. 他会計繰入金 616,761 6. 借入金償還金 1. 借入金償還金 2

2. 積立金繰入金 5,059 7. 諸支出金 1. 諸支出金 1,589

6. 繰越金 1. 繰越金 1 8. 予備費 1. 予備費 7,344

7. 諸収入 1. 諸収入 16,793

8. 県支出金 1. 県委託費 1,308

741,705 741,705

診療報酬審査支払特別会計（業務勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 手数料 1. 審査支払手数料 291,753 1. 総務費 1. 審査支払管理費 73,563

2. 共同電算処理手数料 170,305 2. 共同電算処理管理費 61,390

3. 求償事務手数料 5,880 3. 国保広域化等対策費 17,304

4. 事務費 5,152 2. レセプト点検共同事業費 1. レセプト点検共同事業費 24,749

2. 負担金 1. 負担金 37,051 3. 求償事務処理費 1. 求償事務処理費 4,250

3. 分担金 1. 分担金 25,098 4. 審査委員会費 1. 審査委員会費 40,509

4. 国庫支出金 1. 国庫補助金 12,465 5. レセ処理システム開発特別分担金 1. レセ処理システム開発特別分担金 2,901

5. 県支出金 1. 県補助金 1 6. 積立金 1. 積立金 220,620

2. 統計作成委託料 2,904 7. レセ処理システム費 1. レセ処理システム費 0

3. 国保広域化等対策委託料 0 8. 借入金償還金 1. 借入金償還金 1

6. 繰入金 1. 他会計繰入金 1 9. 諸支出金 1. 諸支出金 363,871

2. 積立金繰入金 161,888 10. 予備費 1. 予備費 8,092

7. 繰越金 1. 繰越金 40,882

8. 諸収入 1. 諸収入 63,723

9. 財産収入 1. 積立金運用収入 147

817,250 817,250

診療報酬審査支払特別会計（国民健康保険診療報酬支払勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 国民健康保険診療報酬等受入金 1. 国民健康保険診療報酬等受入金 106,126,500 1. 国民健康保険診療報酬等支出金 1. 国民健康保険診療報酬等支出金 106,126,500

2. 損害賠償受入金 1. 損害賠償受入金 84,000 2. 損害賠償支出金 1. 損害賠償支出金 84,000

3. 貸付金利子 1. 貸付金利子 1 3. 借入金償還金 1. 借入金償還金 1

4. 繰越金 1. 繰越金 10 4. 諸支出金 1. 諸支出金 1

5. 諸収入 1. 諸収入 1 5. 予備費 1. 予備費 12

6. 借入金 1. 借入金 1

7. 国庫補助金 1. 国庫補助金 1

106,210,514 106,210,514

診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 公費負担医療受入金 1. 公費負担医療受入金 4,909,742 1. 公費負担医療支出金 1. 公費負担医療支出金 4,910,242

2. 出産育児一時金等受入金 1. 出産育児一時金等受入金 378,000 2. 出産育児一時金等支出金 1. 出産育児一時金等支出金 378,000

3. 国庫支出金 1. 国庫補助金 500 3. 諸支出金 1. 諸支出金 1

4. 繰越金 1. 繰越金 68 4. 予備費 1. 予備費 69

5. 諸収入 1. 諸収入 2

5,288,312 5,288,312

診療報酬審査支払特別会計（抗体検査等費用に関する支払勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 抗体検査等費用受入金 1. 抗体検査等費用受入金 35,352 1. 抗体検査等費用支出金 1. 抗体検査等費用支出金 35,352

2. 県支出金 1. 県補助金 1 2. 借入金償還金 1. 借入金償還金 2

3. 繰越金 1. 繰越金 1 3. 予備費 1. 予備費 3

4. 諸収入 1. 諸収入 2

5. 借入金 1. 借入金 1

35,357 35,357歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

 令和 6 年度各会計歳入歳出予算 
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介護保険事業関係業務特別会計（業務勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 手数料 1. 審査支払手数料 122,094 1. 総務費 1. 審査支払管理費 67,622

2. 求償事務手数料 1,516 2. 介護サービス苦情処理管理費 8

3. 年金特別徴収手数料 1,173 3. 年金特別徴収事務管理費 267

4. 電子証明書発行手数料 5,280 4. 電子証明書発行手数料支出金 5,280

5. 要介護認定等情報経由業務受託料 508 5. ケアプランデータ連携システムライセンス料支出金 2,100

6. 広域連合システム関係手数料 258 2. 求償事務処理費 1. 求償事務処理費 922

7. ケアプランデータ連携システムライセンス料 2,100 3. 審査委員会費 1. 審査委員会費 1,010

2. 国庫支出金 1. 国庫補助金 2,793 4. 介護サービス苦情処理委員費 1. 介護サービス苦情処理委員費 270

3. 県支出金 1. 県補助金 662 5. 国保中央会負担金 1. 国保中央会負担金 31,922

4. 負担金 1. 負担金 1 6. 積立金 1. 積立金 50,266

5. 繰入金 1. 繰入金 1 7. 諸支出金 1. 諸支出金 68,829

2. 積立金繰入金 76,995 8. 介護予防ケアマネジメント負担金支出金 1. 介護予防ケアマネジメント負担金支出金 200

6. 繰越金 1. 繰越金 16,865 9. 予備費 1. 予備費 2,287

7. 介護予防ケアマネジメント負担金受入金 1. 介護予防ケアマネジメント負担金受入金 200

8. 諸収入 1. 諸収入 534

9. 財産収入 1. 積立金運用収入 3

230,983 230,983

介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費等支払勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 介護給付費受入金 1. 介護給付費受入金 112,250,000 1. 介護給付費支出金 1. 介護給付費支出金 112,250,000

2. 介護予防・日常生活支援総合事業費受入金 1. 介護予防・日常生活支援総合事業費受入金 2,600,000 2. 介護予防・日常生活支援総合事業費支出金 1. 介護予防・日常生活支援総合事業費支出金 2,600,000

3. 損害賠償受入金 1. 損害賠償受入金 21,644 3. 損害賠償支出金 1. 損害賠償支出金 21,644

4. 県支出金 1. 県補助金 1 4. 繰出金 1. 繰出金 1

5. 繰越金 1. 繰越金 2 5. 予備費 1. 予備費 3

6. 諸収入 1. 諸収入 1

114,871,648 114,871,648

介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に関する報酬等支払勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 公費負担医療等受入金 1. 公費負担医療等受入金 959,498 1. 公費負担医療等支出金 1. 公費負担医療等支出金 959,498

2. 県支出金 1. 県補助金 1 2. 繰出金 1. 繰出金 1

3. 繰越金 1. 繰越金 3 3. 予備費 1. 予備費 4

4. 諸収入 1. 諸収入 1

959,503 959,503

障害者総合支援法関係業務等特別会計（業務勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 手数料 1. 手数料 43,156 1. 総務費 1. 審査支払管理費 10,312

2. 電子証明書発行手数料受入金 3,900 2. 電子証明書発行手数料支出金 3,900

2. 国庫支出金 1. 国庫補助金 1 2. 国民健康保険中央会負担金 1. 国民健康保険中央会負担金 17,219

3. 県支出金 1. 県補助金 1 3. 積立金 1. 積立金 15,704

4. 繰入金 1. 他会計繰入金 1 4. 諸支出金 1. 諸支出金 18,294

2. 積立金繰入金 18,908 5. 予備費 1. 予備費 1,000

5. 繰越金 1. 繰越金 1

6. 諸収入 1. 諸収入 460

7. 財産収入 1. 積立金運用収入 1

66,429 66,429

障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害介護給付費支払勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 障害介護給付費受入金 1. 障害介護給付費受入金 42,213,024 1. 障害介護給付費支出金 1. 障害介護給付費支出金 42,213,024

2. 国庫支出金 1. 国庫補助金 1 2. 借入金償還金 1. 借入金償還金 2

3. 県支出金 1. 県補助金 1 3. 繰出金 1. 繰出金 1

4. 繰越金 1. 繰越金 1 4. 予備費 1. 予備費 1

5. 諸収入 1. 諸収入 1

42,213,028 42,213,028歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項
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後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 手数料 1. 審査支払手数料 425,665 1. 総務費 1. 審査支払管理費 112,457

2. 求償事務手数料 11,270 2. 電算業務管理費 0

3. 広域連合システム関係手数料 125,743 2. 求償事務処理費 1. 求償事務処理費 6,404

4. 事務費 1,568 3. 審査委員会費 1. 審査委員会費 48,670

2. 負担金 1. 負担金 42,562 4. 積立金 1. 積立金 86,047

3. 国庫支出金 1. 国庫補助金 4,059 5. レセ処理システム費 1. レセ処理システム費 0

4. 県支出金 1. 県補助金 1 6. 借入金償還金 1. 借入金償還金 1

5. 財産収入 1. 積立金運用収入 25 7. 諸支出金 1. 諸支出金 422,645

6. 繰入金 1. 他会計繰入金 1 8. 予備費 1. 予備費 6,763

2. 積立金繰入金 46,263

7. 繰越金 1. 繰越金 25,569

8. 借入金 1. 借入金 1

9. 諸収入 1. 諸収入 260

682,987 682,987

後期高齢者医療事業関係業務特別会計（後期高齢者医療診療報酬支払勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 後期高齢者医療診療報酬受入金 1. 後期高齢者医療診療報酬受入金 189,019,000 1. 後期高齢者医療診療報酬支出金 1. 後期高齢者医療診療報酬支出金 189,019,000

2. 損害賠償受入金 1. 損害賠償受入金 161,000 2. 損害賠償支出金 1. 損害賠償支出金 161,000

3. 県支出金 1. 県補助金 1 3. 借入金償還金 1. 借入金償還金 2

4. 繰越金 1. 繰越金 1 4. 予備費 1. 予備費 3

5. 諸収入 1. 諸収入 1

6. 借入金 1. 借入金 1

7. 国庫補助金 1. 国庫補助金 1

189,180,005 189,180,005

後期高齢者医療事業関係業務特別会計（後期高齢者医療公費支払勘定） （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 公費負担医療受入金 1. 公費負担医療受入金 2,245,254 1. 公費負担医療支出金 1. 公費負担医療支出金 2,245,254

2. 県支出金 1. 県補助金 1 2. 借入金償還金 1. 借入金償還金 2

3. 繰越金 1. 繰越金 1 3. 予備費 1. 予備費 1

4. 諸収入 1. 諸収入 1

2,245,257 2,245,257

特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計 （単位：　千円）

金　額 金　額

1. 特定健診費用受入金 1. 特定健診費用受入金 789,611 1. 特定健診費用支出金 1. 特定健診費用支出金 789,611

2. 手数料 1. 手数料 26,055 2. 総務費 1. 総務管理費 26,303

3. 繰入金 1. 他会計繰入金 1 3. 積立金 1. 積立金 13,520

2. 積立金繰入金 20,162 4. 繰出金 1. 他会計繰出金 5,398

4. 国庫支出金 1. 国庫補助金 1 5. 諸支出金 1. 諸支出金 1

5. 繰越金 1. 繰越金 1 6. 予備費 1. 予備費 1,000

6. 諸収入 1. 諸収入 1

7. 財産収入 1. 積立金運用収入 1

835,833 835,833歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳  入  合  計 歳  出  合  計

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出

款 項 款 項
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NEWS＆TOPICS 

令和 6 年度より新たな事業を実施 
～ 国 保 事 業 報 告 シ ス テ ム 共 同 利 用 事 業 ～ 

 
 

● 本県の保険者事務に係る状況について、

「国に提出する事業月報の報告業務や、

国庫補助金の申請事務などには、各保険

者は国保事業報告システム※（コクホラ

イン（開発元：都築電気）又は国保情報

データベース（開発元：ゼッタテクノロ

ジー）のいずれかのシステム）を利用し

ており、当該報告業務のうち、特に国庫

補助金の申請事務については、各保険者

において個別に数値の積算や申請様式の

作成を行っていることから、大きな事務

負担となっている」ことが課題となって

おりました。 

● 本会は、令和 3 年度から保険者支援を

目的とした新規事業に係る調査研究を行

っており、他県連合会の状況から「連合

会ネットワークを活用した国保事業報告

システムの共同利用」を実施することに

より、保険者の事務負担軽減につながる

事例を確認しました。 

● 令和 4 年度、上記調査結果について県

と協議を行い、国保運営方針に掲げられ

ている市町村国保事務の標準化及び効率

化へ寄与した内容であることから、本県

でもシステムを県内統一した国保事業報

告システムの共同利用実施に向けた検討

を行いました。 

● 令和 4 年度宮崎県市町村国保連携会議

において、国保事業報告システムの共同

利用に係る本会の事業実施について、県

と本会が共同提案を行い、全市町村より

事業実施の承認が得られたことから令和

6 年 4 月からの事業実施が決定しました。 

 

● 事業効果の向上のため、システムの仕

様に宮崎地単オプション機能を構築する

ことで、国庫補助金に係る申請様式の数

値転記が可能となり、他県にはない更な

る事務負担軽減が可能となりました。 

● また、本事業については、保険者の事

務負担軽減以外にも、本会が本システム

を一元管理することで、「契約事務の一

本化」、「システムの維持管理（更新作

業・バックアップ・セキュリティ対策）」、

「月報に係る基礎データの取込」及び「新

任担当者向け操作研修会の実施」等、国

保事務の標準化・効率化に資する支援の

ひとつとなっております。 

● 令和 6 年 2 月 27 日（火）には、事業

実施に向けた研修会を、市町村担当者 38

人の出席のもと集合形式で開催し、大変

有意義な研修会となりました。 

● 引き続き本会は、県及び市町村との情

報共有・連携強化を推進し、本事業の円

滑な運営に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国保事業報告システムについて 

 国提出の事業報告（毎月）や国庫補助金

の申請事務等を行うためのシステム 

研修会の様子 

＜経 緯＞ ＜導 入＞ 
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●令和６年４月以降（共同利用） 

NEWS&TOPICS 

●現状（スタンドアロンシステム） 

＜国保事業報告システム共同利用（イメージ図）＞ 

< 導 入 実 績 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お問い合わせ先 総務企画課 企画調査係 

TEL 0985-25-5321 / FAX 0985-83-3359 

E-mail: kikaku@kokuhoren-miyazaki.or.jp 



 

 

7. 国保みやざき vol.11 情報ひろば 

後期高齢者医療広域連合通信 

令和６・７年度保険料率が決定 
後期高齢者医療広域連合議会（令和６年２月）において、次のことが議決されました。 

 

次期（令和６・７年度）保険料率 

＊保険料は、所得に応じた「所得割額」、「均等割額」の合計となります。 

＊保険料賦課限度額は、現行の 66 万円から 80万円になります。 

ただし、令和６年度に限り、令和５年度末時点ですでに後期高齢者医療の被保 

険者であった方は 73 万円になります。 

※令和６年度は、基礎控除後の総所得金額等が 58 万円を超えない方（年金収入 

153 万円～211 万円等）は所得割率 9.46％になります。 
 

 

 安定した財政運営を行うために、以下の対策に取り組みます。 

① 適正受診の勧奨 
療養費の適正化、医療費通知等の啓発事業や広報活動などにより、医療機関等の適正受診の勧奨

を行います。 

② ジェネリック医薬品の利用勧奨 
ジェネリック医薬品利用差額通知などにより、ジェネリック医薬品の利用勧奨を行います。 

③ 保険者機能の強化 
健康寿命の延伸及び健康維持を目的に、健康診査や訪問指導等の保健事業を積極的に取り組みつ

つ、保健事業の内容を見直していきます。また高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業の

推進と充実を図ります。 

④ 保険料の収納率の向上 
県、市町村、関係機関との連携や収納対策研修等の実施により、保険料の収納率向上に努めます。 

⑤ 保険給付費等準備基金の活用 
安定した財政運営を行い、次期以降の料率改定も考慮しながら、可能な限り保険給付費等準備基

金を活用していきます。 

 

そのほか、令和６年度予算も議決されました。 
 

＜令和６年度予算＞                        （単位：千円） 

 令和６年度予算 令和５年度予算 差引増減 伸率（％） 

一般会計 216,984 212,009 4,975 2.3 

後期高齢者医療

特別会計 
172,015,275 162,658,380 9,356,895 5.8 

合  計 172,232,259 162,870,389 9,361,870 5.7 

 

 令和６・７年度 令和４・５年度 現行との比較 

所得割率 10.08％※ 9.08％ ＋1.00㌽ 

均等割額 51,700円 48,400円 ＋3,300 円 

お問い合わせ先 

宮崎県後期高齢者医療広域連合 TEL 0985-62-0921 
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こくほ随想 ハーバードのイケオジ教授 

帝京大学大学院 公衆衛生学研究科 研究科長・教授 

帝京大学産業環境保健学センター センター長 

福田 吉治 

 

 帝京大学では毎年1月に『ハーバード特別

講義』を開催しています。ハーバード大学の

教授等を5名招き、それぞれ4日間の講義を

行います。今年で12回目となる『ハーバー

ド特別講義』に初回からお越しいただき、い

つも満席の人気教授がイチロー・カワチ教

授（以下、教授）です。 

教授の専門は、社会疫学という分野で、健

康の格差、社会格差の健康への影響、ソーシ

ャルキャピタルや人とのつながりと健康な

どです。今年も大変刺激的な講義で、紹介し

たい話がたくさんあるのですが、ここでは

少しだけ紹介します。 

まずは、アメリカの医療について。アメリ

カの医療費は、国内総生産（GDP）の約17％

（2019年）で、2位スイスの12％や4位の日

本11％に比較して断トツに高いようです。

これは医療システムの管理費、薬剤費、医師

の高額な給与が主な要因とされています。

一方、平均寿命（2023年推計）では、男性

44位、女性46位で、コストはかかっている

のに、医療の成果としての健康状態がよく

ないということになります。 

アメリカの社会格差は非常に大きいこと

が知られています。例えば、所得の下位50％

の世帯は、国全体の富の2％しか持たず、逆

に、上位1％が全体の富の約60％を持ってい

るという数値があるそうです。一部の富裕

層に富が集中しているのです。しかも、コロ

ナ禍でさらに集中しているとのことでした。 

教授の講義の中で、フェイスブックをや

めると社会的つながりがどうなるかという

研究が紹介されていました。フェイスブッ

クをやめた群は、継続した群に比較して、人

との夕食の回数や両親と過ごす時間が増え、

幸福度や生活満足度が向上したそうです。

もちろん、フェイスブックなどのSNSでの

つながりはよい面もありますが、SNSを使

用しないことで他の社会的つながりが増え、

健康状態も改善することが示されたことに

なりました。 

ところで、うちの学生の多くが教授にぞ

っこんなのです。講義の内容はもちろん、し

ぐさ、立ち姿、渋めの声、講義での学生への

リアクション（“エクセレント”とか“イグザ

クトリー”など）に、すっかり心を奪われる

みたいです。特に、女性陣からは“イケオジ”

と呼ばれ、サインやツーショットの写真の

ために列ができます。 

教授は幼少時まで日本で過ごしたことも

あり、日本とのつながりがとても強く、日本

の多くの公衆衛生の研究者が、教授の影響

を受けています。その一人の私は、教授と同

じようなテーマで研究を行い、講義のスラ

イド、しぐさ、学生へのリアクションなども

真似したりしてます。しかし、どうも教授と

は違うようで、イケオジと言われることは

ありません。 
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さて、ハーバード大学の学長がわずか半

年で辞任したというニュースをご存じでし

ょうか。イスラエル・パレスチナ問題の件で、

反ユダヤ行動を黙認したことなどが主な原

因のようで、日本の大学では考えられない

出来事です。このように、世界一と言われる

大学の一つであるハーバード大学の教員は、

社会的にも厳しい世界に身を置いているの

でしょう。大きな講義室で世界中から集ま

る学生の前で講義をし、一挙手一投足や発

言（しかも、発言をしないことも）が常に注

目されます。そうした厳しい環境で、頭と、

体と、心が鍛えられるのです。その結果とし

て生まれる内面からの魅力が、学生たちを

魅了するイケオジをつくり出すのでしょう。

イケオジになりたいのなら、私も外見や見

せかけではなく、内面からの魅力に磨きを

かけるように、厳しい環境で精進しなくて

はいけません。 

一方で、アメリカの格差の話を聞くと、そ

んな厳しい社会の中で人々が幸せかどうか

はわかりません。次回は、私の連載も最終回

ということで、そのあたりのことを考えて

みたいと思います。 

（記事提供 社会保険出版社）

  

 

【著者プロフィール】 

福田 吉治 
（ふくだ よしはる） 

 

 

 

 

 

 

 

出身地  大分県 

帝京大学大学院 公衆衛生学研究科 研究科長・教授 

帝京大学産業環境保健学センター センター長 

【略歴】 

平成3年熊本大学医学部卒業。平成10年熊本大学大学院医

学研究科修了（社会医学専攻）。 

国立医療・病院管理研究所（医療政策研究部）、東京医

科歯科大学医学部（公衆衛生学講座）、国立保健医療科

学院（疫学部）を経て、平成22年に山口大学医学部地域

医療学講座教授に就任。平成27年から帝京大学大学院公

衆衛生学研究科教授、平成30年には同研究科長。 

 

【専門分野】 

公衆衛生全般。特に健康増進・健康づくり政策・健康教

育、社会疫学（健康の社会格差、健康の社会的決定要

因）、地域医療・保健・産業保健など。 

近年では行動経済学で用いられる「ナッジ理論」に基づ

いて公衆衛生施策を指導。 

【学会・委員】 

国民健康保険中央会 国保・後期高齢者ヘルスサポート 

事業運営委員会 

国民健康保険団体連合会 保健事業支援・評価委員会委員

（東京都・埼玉県）など 

【主な著書】 

「ナッジを応用した健康づくりガイドブック」共著2023年 

帝京大学大学院公衆衛生学研究科 

「新型コロナウイルス感染症(COVID-19) からの教訓―

これまでの検証と今後への提言」共著 2021年 大修館書店 

「健康行動理論による研究と実践」共著 2019年 医学書院 

他論文多数 
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（注）数値は、市町村月報集計（速報値）および宮崎県後期高齢者医療広域連合からの提供 

情報ひろば 

データコーナー 

医療費データ     
 
●被保険者の推移 
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情報ひろば 

●月別医療費     
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●国保 1 人当たりの医療費（令和 5 年 3 月～令和 5 年 9 月診療分） 

 
 

 

市町村 

1 人当たり医療費（円） 

前年度比（％） 令和 4 年 3 月～令和 4 年 9 月 令和 5 年 3 月～令和 5 年 9 月 

  順位   順位 

宮崎市 233,054 20 251,734 21 108.0 

都城市 252,903 15 268,078 13 106.0 

延岡市 242,370 17 257,277 17 106.2 

日南市 292,529 2 307,477 5 105.1 

小林市 278,115 4 273,578 10 98.4 

日向市 255,992 14 268,478 12 104.9 

串間市 272,767 8 272,344 11 99.8 

西都市 239,139 19 252,756 20 105.7 

えびの市 273,595 7 288,419 7 105.4 

三股町 247,131 16 256,240 18 103.7 

高原町 276,967 5 286,589 8 103.5 

国富町 218,846 24 253,424 19 115.8 

綾町 231,162 21 213,480 26 92.4 

高鍋町 265,095 11 248,452 23 93.7 

新富町 224,011 23 261,876 16 116.9 

西米良村 297,680 1 348,602 1 117.1 

木城町 240,384 18 266,113 14 110.7 

川南町 212,667 26 251,283 22 118.2 

都農町 216,345 25 223,817 25 103.5 

門川町 266,480 9 263,642 15 98.9 

諸塚村 260,927 12 290,656 6 111.4 

椎葉村 227,027 22 240,650 24 106.0 

高千穂町 259,061 13 310,535 4 119.9 

日之影町 291,092 3 339,011 2 116.5 

五ヶ瀬町 265,930 10 281,476 9 105.8 

美郷町 276,762 6 318,465 3 115.1 

市町村平均 246,703 

 

262,202 

 

106.3 

お問い合わせ先 情報・介護課 情報管理係 

TEL 0985-25-5289 / FAX 0985-25-6348 

E-mail:jyouhou@kokuhoren-miyazaki.or.jp 

 

mailto:jyouhou@kokuhoren-miyazaki.or.jp
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＊確定件数・給付費は国保連合会審査支払データによる。 

＊給付費合計･･･介護給付費、特定入所者介護サービス費、 

高額介護サービス費および総合事業費の合計。 

＊前年度伸び率は、令和 4 年度を 100 とした場合の％の表示。 
情報ひろば 

R4.4月～R5.1月 R5.4月～R6.1月 前年同月比 R4.4月～R5.1月 R5.4月～R6.1月

確定件数合計 確定件数合計 (％) 給付費合計(円) 給付費合計(円) (％) 順位

宮 崎 市 456,878 477,873 104.6 27,499,955,367 28,098,707,789 102.2 7

都 城 市 214,757 214,762 100.0 13,159,427,581 13,383,695,274 101.7 8

延 岡 市 167,187 168,202 100.6 10,487,247,405 10,516,418,453 100.3 11

日 南 市 69,997 70,118 100.2 4,874,175,103 4,887,017,518 100.3 11

小 林 市 58,966 57,685 97.8 4,374,633,858 4,398,839,946 100.6 9

日 向 市 51,781 51,738 99.9 3,964,783,714 3,866,332,887 97.5 22

串 間 市 22,092 22,331 101.1 1,809,100,914 1,780,790,730 98.4 18

西 都 市 37,367 37,629 100.7 2,965,221,202 2,976,749,688 100.4 10

え び の市 30,870 30,222 97.9 2,342,200,338 2,188,819,588 93.5 24

三 股 町 25,766 26,507 102.9 1,591,622,618 1,641,596,222 103.1 6

高 原 町 12,452 12,403 99.6 956,970,190 953,141,400 99.6 16

国 富 町 25,565 25,381 99.3 1,734,436,927 1,738,651,116 100.2 13

綾 町 7,918 7,543 95.3 645,807,548 635,776,610 98.4 18

高 鍋 町 19,823 19,873 100.3 1,372,655,846 1,369,323,374 99.8 15

新 富 町 13,727 14,444 105.2 1,116,361,791 1,111,238,473 99.5 17

西 米 良村 1,199 1,065 88.8 127,084,498 105,379,845 82.9 26

木 城 町 6,293 6,570 104.4 524,954,850 543,254,442 103.5 5

川 南 町 14,804 14,706 99.3 1,218,005,394 1,219,344,328 100.1 14

都 農 町 10,026 10,242 102.2 790,056,166 821,999,013 104.0 3

門 川 町 18,932 18,774 99.2 1,171,538,501 1,149,464,020 98.1 21

諸 塚 村 2,159 2,141 99.2 173,644,156 180,427,895 103.9 4

椎 葉 村 3,682 3,506 95.2 315,673,728 290,574,053 92.0 25

高 千 穂町 14,524 15,048 103.6 1,100,633,415 1,171,375,631 106.4 2

日 之 影町 4,532 4,495 99.2 494,962,218 485,823,559 98.2 20

五 ヶ 瀬町 3,902 3,782 96.9 329,724,995 365,260,958 110.8 1

美 郷 町 8,728 8,420 96.5 734,981,830 714,513,514 97.2 23

市 町 村計 1,303,927 1,325,460 101.7 85,875,860,153 86,594,516,326 100.8

保険者名

確定件数状況 介護給付費（総合事業を含む）

前年同月比

介護保険だより 

●年度別・月別受給者推移 

  

 

お問い合わせ先 情報・介護課 介護福祉係  

TEL 0985-35-5111 / FAX 0985-25-0260   

E-mail: kaigo@kokuhoren-miyazaki.or.jp 

介護保険データ（令和 5 年 4 月審査分～令和 6 年 1 月審査分） 
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国保連行事予定 

国保連行事予定（3 月）  

 

●3 月 

 

日 曜 行事 場所 

9 土 レセプト受付日 国保連 本館 1 階ライブラリー室 

10 日 レセプト受付日 国保連 本館 1 階ライブラリー室、東別館 1 階受付窓口 

14 木 柔整審査委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

16 土 国保審査委員会（～21 日） 国保連 本館 4 階大会議室 

18 月 国保審査小委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 

21 水 
国保合同審査委員会 国保連 本館 4 階大会議室 

あはき審査委員会 国保連 本館 2 階第 2 会議室 
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お
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ま
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①市町村から 

クーポン券を 

受け取る。 

 

②クーポン券と本人確認書類を持参して、 

医療機関または健診機関で抗体検査を 

受けてください。 

※検査結果は数日後に出ます。 

③検査の結果、抗体が無いことが認められた 

方は、クーポン券と本人確認書類を持参して、 

医療機関で予防接種を受けてください。 

皆で風しんを予防することが子どもを守ることに
つながります。 
パートナーとのお子さんや地域や職場内での 
予防のためにご協力お願いします。 
 

健康診断を受ける医療機関や健診機関で、 

普段の診断項目と一緒に風しん抗体検査を 

受ける方もいらっしゃいます。 

健康診断をこれから受ける方は、ぜひ風しん 

抗体検査もお考えください。 

 

 

2018 年に風しん患者として届け出された患者のうち男性が約 8 割を占め、中でも 30 代から 50 代の
男性に多いことが指摘された。この原因として、昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月 1 日生まれの
男性は、定期接種の機会が 1 度もなく、抗体保有率が低い（免疫が弱い）方が多いことや感染しやすい
職場環境に置かれている方が多いなどが考えられる。 

そのため、昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月 1 日生まれの男性に対し、抗体検査、予防接種を
実施するもの。 

 

※1 参考：厚生労働省資料より 

※2 本会確定件数 

 
 

昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月 1 日生まれの男性の皆様へ！

風しんの追加的対策へのご協力をお願いします  

●これから生まれてくる子どもを守るために！ 
妊娠中の女性が風しんに罹った場合、おなかの中の子どもに下図に示す症状や障害など（先天性風し
ん症候群）が見られることがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
●宮崎県の風しんの追加的対策（抗体検査）実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
●風しんの追加的対策の受診方法 

 

 

 

 

 
 
 

宮崎県内での実施状況（平成 31 年 4 月～令和 6 年 1 月） 

対象者数※1 112,293人 

抗体検査数※2 30,839件 

抗体検査進捗率 27.5 % 

お問い合わせ先 総務企画課 企画調査係 

TEL 0985-25-5321 / FAX 0985-83-3359 

E-mail: kikaku@kokuhoren-miyazaki.or.jp 

クーポン券 

 

本人確認書類 

 
本人確認書類 

 

クーポン券 

 

クーポン券 

 

 

出典 政府広報オンライン HP 

 

 

風しんの追加的対策とは 
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宮崎県風しん抗体検査・予防接種普及啓発キャンペーン
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40 歳未満事業主健診データ活用のおしらせ
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 地域の健康づくりや健康寿命延伸に関する啓発、国保の周知等を目的とした健康まつり

などのイベント活動を支援するため、保険者等のみなさまに以下の機材の貸出しを行って

おります。 

 

 

■オレンジくん着ぐるみ 

■体組成計 
 体重・体脂肪率、体の部位別の脂肪量、筋肉量などの測定を行うことができます。 
 
■もの忘れ相談プログラム 
 モニターに表示される簡単な質問をタッチパネルで答えていくことで、アルツハイマー
型認知症の疑いをチェックできます。（※付属のプリンターも貸出しております。） 
 

■チェッカーくん（足指力測定器） 
 下肢機能を把握するために足指の力を測定します。 
 

■マイクロ CO モニター（呼吸ガス分析装置） 
 呼気中の一酸化炭素濃度を測定します。 
 

■ライフレコーダーEX（生活習慣記録機） 
 日常の運動量や生活習慣を把握することができます。 
 

■健康パネル 
 色々な内容の掲示用パネルがありますので、様々なテーマのイベントに対応した健康パ
ネルをご用意することができます。 
 

■オレンジタイム DVD 

■のぼり 

■はっぴ 

■テーブルクロス 

■ロールアップバナー 

 

 
 

 

 

 

イベント用機材貸出のご案内 

体組成計 

もの忘れ相談プログラム 

マイクロ CO モニター 

イベントでみなさまと 

お会いできることをお待ち
しております。 

ご案内用ウェブページＵＲＬ 

https://www.kokuhoren-miyazaki.or.jp/insurance/lending/ 

 

のぼり（５種類） 

チェッカーくん 

お問い合わせ先 総務企画課 企画調査係 

TEL 0985-25-5321 / FAX 0985-83-3359 

E-mail: kikaku@kokuhoren-miyazaki.or.jp 

https://www.kokuhoren-miyazaki.or.jp/insurance/lending/


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


